




















％に上る	)｡ しかし, おそらくほとんどの ｢ジェンダーと開発｣ や ｢女性のエンパ
ワーメント｣ に関心を持つ人々にとって刺激的であったのは, が主に女性を対象に貸付を
行っているという事実だろう｡ 同サイトに示されるように, 現在約万人のメンバーのうち
女性の占める割合は約％で), これは ｢貧しい農村の女性に貸す｣ という自身の方針
が理由である｡ 結果, 貧困削減や所得向上だけでなく, 女性のエンパワーメントに関する研究






) によれば, ｢エンパワーメント｣ という言葉は, 	世紀には ｢権限委譲｣ と





) メンバー数は年		月時点のもの｡ () より｡ 女性メンバーの割合は,
年	月時点のもので, () より｡
開発達成の欠かせない概念として位置付けられている｡






農村で女性は立場の弱い存在であり, それ故, 女性顧客に重点を置いたは, 女性に力を与
えるものとして, そして硬直した農村での力関係を変えるものとして, 注目を浴びているので
ある｡
しかしエンパワーメントを求めるとき, そこには研究者の ｢理想｣ がフィルターとなって,
開発計画の ｢受け手｣ の人々の暮らしやエンパワーメント過程における反応を歪めて見てしま
う恐れがある｡ 特に開発の手段としてエンパワーメントを用いる場合, 外部者はある程度の恣
意性を持たざるを得ない｡ なぜなら ｢｢エンパワーメント｣ 議論の主流は, エンパワーする側
の語り (内山田, , 頁)｣ であり, ｢このイデオロギーを最も必要としているのは,
の対象となっている人々ではなく, 彼らをしようとしている人々
(青木, , 頁)｣ だからである｡ 支援を行っている人々や国に, 現在の ｢先進国｣ と同




要因をや他つのクレジット機関 (), 	)) の間で比較している｡ 
	
名の女性を対象とした調査データを用いたこの研究では, 二変数分析と多変量回帰分析を用い
ている｡ () では避妊実行に関して, 現在結婚している妊娠可能年齢 (	歳) の
  
――
) もちろん, 先行研究者達の全てが先進国出身ということはできないが, それでも高等教育を受ける
までの経済的余裕を持つためには, 彼らが比較的富裕層に属していることが必要である｡ したがって
本稿では, 研究者を ｢貧困の中で育っていない人々｣ と見なす｡
)  !"# $%(バングラデシュ農村向上委員会) の略で, アジア最
大の&'｡ マイクロクレジットだけでなく自らの大学やインフォーマル初等教育, 保健衛生活動な
ども行っている｡




























む女性 (歳未満既婚)名を対象とし, 女性の役割や地位, リプロダクティブヘルス (以
下リプロ)に関する規範の変化についてインタビューを行った｡ 同時に, 家族計画実行に大き
な影響をもたらすと考えられている ｢家族計画普及員の訪問の経験｣ と ｢過去三ヶ月の家族計






() は, ｢女性の役割と地位｣ と ｢リプロに関する規範｣
の変化のプロセス解明を目的とした研究である｡ ここでは参与観察とインタビューを使用し,
村, 村, 非機関村の計村に住む歳未満の既婚女性人を対象と
した｡ 分析はメンバー, メンバー, のある村に住む女性, 機関の無い村に
住む女性を比較している｡ その結果, 設定されたエンパワーメント指標のうち, と
のメンバーは ｢可動性｣, ｢小・中規模買い物の能力｣, ｢家庭内の主な意思決定｣, ｢経済的安全
性｣, ｢政治的法的意識｣ ｢公共キャンペーンと抵抗への参加｣ を増加させていることが明らか
になった｡
また, 	








るという結果である｡ バングラデシュの男性にとって暴力は正当な権利であり, 女性を ｢正し
い｣ 方向に導くための手段であると考えられている上, 個人としての ｢夫｣ だけでなく, 警察
という ｢男性｣ による暴行も多い｡ また, ファトワ ( !) やシャリシュ (	)")も男性
によって管理されているため, 女性の社会進出を快く思わず, 自らの支配力が減ると考える有
力者や高利貸し・原理主義者によってファトワが発せられ, 女性の屋外での活動や女児への教































そのため, ・のメンバー, のある村に住むメンバーでない女性, 機関のな
い村の女性 (歳未満既婚)名を比較し, ロジスティック回帰分析を行った｡ 用いられた
独立変数は, エンパワーメントと対象者の背景を表す の指標である｡ この研究では, 女性
の背景を表す指標の中で ｢生存する息子数｣ と ｢ヒンズー教徒であること｣ が避妊実行と強い
相関関係を持ち, ｢教育の有無｣, ｢ランジャヒ地区!)｣, ｢クルナ地区)｣, ｢村での居住｣,
｢メンバー加盟期間｣ との間に弱い相関が見られた｡ また, エンパワーメント指標の中では
｢家計への貢献｣, ｢可動性｣, ｢支配からの自由｣ との間に強い相関が見られ, ｢政治的法的意識｣
がやや相関関係を持っていた｡
しかし!年以降, これまで家族計画一辺倒だった研究からの分化が始まったように思われ
る｡ "( ) は, の女性が 年と年の地方議会選挙において多数立候補し,
そのおよそ#分のが当選したことを明らかにした｡ 自体は特定の候補を擁立するなどの
政治的行動は起こさないが, 地方議会選挙における投票行動の促進を始め, メンバーの組織化
















	の住宅ローンによってもたらされる影響についての研究は, 坪井 () が行っている｡





坪井 () では, グループ基金を経験した女性メンバーたちの貯蓄と消費に対する意識と
行動を明らかにし, 女性たちが受けた影響を考察している｡ まず	の年から年の
年次報告書を用いて, グループ基金を女性は生活の質向上) に, 男性は所得向上) に多く使
用しているという事実を明らかにした｡ 次に	メンバー名を, 	独自の脱貧困基準に
よって分類された貧しい村と豊かな村, その中でグループ基金から融資を受けたことがある女
性, 受けたことのない女性の４段階に分類した｡ その結果, ｢グループ基金から融資を受けた
人は貧しい地域に多い｣ こと, ｢グループ基金から投資される生活向上のための資金比率は貧














り包括的に捉えた研究がなされ始めている｡ そもそもエンパワーメントが ｢力関係の変容｣ を
志向する概念であるならば, 女性の持つ特別な ｢出産機能｣ だけでなく日々の生活の全てに渡っ
て焦点が当てられるべきことは言うまでもない｡ そしてそこに外部者の考える ｢女性の姿｣ が
現れるのである｡
 先行研究が測ろうとしているもの
では, 外部者である研究者はどのような ｢理想像｣ を描いているのだろうか｡ まず, エンパ




するもの二つに分類した｡ 安梅 () はこれを ｢関係｣ と ｢動機付け｣ と呼んでいる｡ 前者










現在の避妊実行の有無, 自己意識と将来の展望, 可動性, 経済的安全












可動性, 経済的安全性, 小規模買い物の能力, 中規模買い物の能力,













現在の避妊実行, 可動性, 小規模買い物の能力, 中規模買い物の能力,








有川志野 () 家庭内暴力の有無 先行研究検証
坪井ひろみ () 持ち家の影響 統計的手法







その項目は, そのまま先行研究者たちの関心を表す｡ それは, 研究者たちの頭の中に, それが
望ましいものとして存在しているからである｡ 表１はそれら項目のうち, ｢関係｣ と ｢動機付
け｣ の二つに分類できるものを示した｡
さらに, これらの ｢力｣ が安梅 () の ｢関係｣ と ｢動機付け｣ のどちらにあたるかを示
したものが表である｡ 先行研究の中では, 圧倒的に ｢関係｣ としての力が重要視されている
ことがわかる｡ すなわち, バングラデシュにおける女性のエンパワーメントとは, 他者との関
わりの中でそれを変容させていくために発揮されるものであると言えるだろう｡





この表からは, 特に ｢尺度威信｣ に重点をおいた, すなわちエンパワーメントの理想像
  
――




現在の避妊実行の割合・有無, 可動性, 経済的安全性, 小規模・中規模買い
物の能力・主要な意思決定への参加, 家庭内での意思決定への参加, 公共の
政治や抵抗キャンペーンへの参加, 暴力への従属, 支配からの比較的な自由,
政治参加状況, 家庭内暴力の有無, 持ち家の影響, 買い物実行の主体, 買い
物における意思決定




尺度１ 所 得 家族の所得および本人の所得増加
尺度２ 人 的 資 本
知識スキルの活用, 知識スキルの会得, 読み書き計算能力の向上, 簿
記スキルの会得, 組織運営への積極参加
尺度３ 人的ネットワーク 知り合いが増えた, 参加する会合が増えた, 忙しくなった
尺度４ 威 信 信頼・尊敬を村人から得た, 信頼・尊敬を家族から得た
尺度５ 新 た な 制 度 ローンへのアクセス
として家族や村人から信頼や尊敬を得た状態を描いていることがわかる｡ 以下に, この尺度に
含まれる項目について説明する｡ ｢中規模買い物の能力｣ とは, 女性が自らの衣服やより大き
な生活必需品を自分の判断や自ら稼いだお金によって行っているかどうかを示すものであり,
｢小規模買い物の能力｣ とは, 家族や自分のための日用品, 子どもへのお菓子などの買い物を
自らの判断や自ら稼いだお金によって行っているかどうかを示す｡ これらは 	

() 等で使用され, 特に坪井 () は ｢… (前略) とりわけ貧困女性がひとりで
日常の買い物に行く, あるいは女性にとって最も高価で貴重なサリーを自分の意思で買うとい
う行動は, 女性にそうすることが ｢任されている｣ ことであり, 従って, 家庭内における意思
決定参加に強い関わりを持っていると考えられるのではないだろうか｡｣ (頁)と, ｢買い物に





() 等で使用されている ｢支配からの比較的な自由｣ とは, 家庭内において女性の意に反
して女性のお金や資産が使用されたり, 里帰りを阻害されたりしていないかどうかを指してい
る｡ また, 有川 () 等で用いられた ｢家庭内暴力｣ や() の ｢暴力への














尺度１  経済的安全性, 持ち家の影響
尺度２  現在の避妊の割合や有無, 政治的法的意識
尺度３  抗議活動や政治的行動への参加, 政治参加
尺度４ 
中規模買い物の能力, 小規模買い物の能力, 買い物における意思決定,
可動性, 支配からの比較的な自由, 家庭内暴力, 暴力への従属, 意思
決定への参加, 主要な意思決定, 家庭内での意思決定
尺度５ 
ワーメント指標として用いられている｡ また, 同 () の中の ｢主要な意思決定｣ は, 明確
な定義はされていないものの, 同研究内に ｢家庭内での意思決定｣ という項目があることから,
家庭外での意思決定の事を指すと考えられる｡








さらに, () 等で用いられた ｢政治的法的意識｣ とは, 地方や中央
の政治家の名前を知っているか, 婚姻届の重要性や相続権について知っているかを示す｡
その次が, ｢尺度３人的ネットワーク｣ である｡ この尺度に当てはまるのは, 
() 等で用いられた ｢抗議活動や政治的行動への参加｣ である｡ 前者は女性が家
族以外の誰かと抗議活動などを行ったことがあるかどうかが表されている｡ 後者は, 自営業も
含め労働市場において供給される男女の労働時間を指している｡ この項目は ｢尺度２人的資
本｣ にも当てはめることができるが, ここでは ｢時間｣ に焦点を置いていることから ｢尺度３
人的ネットワーク｣ に対応するものとして考える｡
その次に ｢尺度１所得｣ が続く｡ これらの項目は純粋な所得の増加を表すものではないが,
それに関連するものとしてここに分類する｡ 最後に ｢尺度新たな制度｣ に該当する項目は,
一つもない｡
研究者一人一人の持つ問題意識を理想像の表れであるとし, その数だけでまとめて論じるこ
とは, 同一研究者による論文が半数近くを占める中, 非常に乱暴のように思われる｡ しかし,
それを許して ｢外部者の理想像｣ を描くならば, 家庭やコミュニティの中で自ら意見を持ち,
表明し, 実行し, そのための資源も持つ女性の姿を浮かび上がらせることができる｡ またその
女性たちは, 自らの権利や地域の政治に関心を持ち, 問題意識から社会的な行動を取ることの












調査地はまずパイロット調査としてダッカ近郊の ｢ガジプール県｣ に赴き, その後 ｢タンガ
イル県｣, ｢フェニ県｣, ｢ノルシンディ県｣, ｢フォリドプール県｣ に滞在した｡ ｢バングラデシュ
の東西南北に位置し, 産業の違いがわかりやすく, かつ首都ダッカからの距離も様々である地
域｣ での調査を希望し, から提示されたのがこの４県であったためである｡ しかしダッカ
からの距離については, 移動時間の削減とインターン受け入れ可能な支店の有無との関係から,
首都から遠く離れた土地での調査は実行できなかった｡ また, 午前中の調査は自らインタビュー































ゾ ー ン 名 ガジプール タンガイル ノハカリ ナラヤンガンジ フォリドプール
産 業 工業 商業 工業 農業
位 置 北 北西 南東 北東 南西
支 店 数(軒)     
支 店 毎 の 平 均
メンバー数(名)     
支 店 名 カリヤプール ドゥバイデルド ゥ ア イ ル
ムンシハット
ポ シ ュ ラ ン シェケッチャール
ボホルプール
バリアカンディ
センター数(件)    
メンバー数(名)    
















かの退会を待つ ｢メンバー予備軍｣ が発生している｡ これから女性が新規に加盟する機会は非
常に限られており, 結果, 年齢も加盟期間も偏ったと考えられる｡
以下では, インタビュー項目のうち ｢夢や目標は何か｣, ｢登場による村の女性の変化｣
の二つを使用する｡ 本研究において ｢登場による村の女性の変化｣ を用いたのは, それが
女性の視点を間接的に表していると考えるためである｡ 例えば ｢意思決定を行うようになった｣
という回答があったとして, それはその回答を行った女性の中に ｢意思決定を行うかどうか｣
という問題意識がなければ導かれない｡ この ｢女性の変化｣ に関しては
名分の回答しか集
めることができなかったため, これら二つは統合せず別々に分析する｡ 表７は ｢女性の夢や目
標｣ で, 表８は ｢女性の意識｣ で行われた回答を分類した)｡





年 齢 加 盟 期 間 教 育 レ ベ ル
代 名 ５年未満 名 未就学 
名
代 名 	年以上年未満 名 初等教育(学年まで・義務教育) 名
代 名 年以上年未満 名 中等教育(学年まで) 名
代 名 年以上年未満 名 学士 名
















最も多かったのは名が答えた ｢尺度人的ネットワーク｣ で ｢活動的｣, ｢協力的｣, ｢	





次に続くのが名の ｢尺度人的資本｣ で, ここに該当する回答として ｢投資をする｣,
｢生活環境や家族計画の意識を持つ｣, ｢仕事を持つ｣, ｢賢い｣, ｢何かたくさんのことをしてい
る｣, ｢手工芸品を作る｣ などが見られた｡
また, ｢尺度威信｣ を答えた人数は名と少なくない｡ 中でも ｢お金を扱う｣ という回
答が多く, 家庭の中で収入源となるだけでなく, 実際にそれを使用するだけの権限を家庭内で
持っていることがわかる｡ さらに, 筆者のインタビューの中で, 女性たちに ｢	
加盟後の家
族や周囲との関係の変化｣ を聞いた際, ほとんどの女性が家族や親族, 周囲が女性に協力的か
つ友好的になり, 尊敬するようになったと答えている｡ 従って, 女性たちがメンバーになるこ
とによって ｢尺度威信｣ を獲得することができたと言えるだろう｡ ｢尺度所得向上｣
に対応するのは ｢お金を稼いでいる｣ で名の女性が回答した｡ 最後に, ｢尺度新たな制
度｣ に合致する回答を行った女性はいなかった｡
全体的に見ると, ｢夢や目標｣ で多かった ｢尺度所得向上｣ はあまり多くなく, ｢尺度



























表はこれまでに明らかになった ｢研究者の意識｣, ｢女性の夢や目標｣, ｢女性の間接的意識｣
を改めてまとめて示したものである｡ 研究数とインタビュー数には大きな差があるため, 単純
に数だけを比較することは適切ではないが, 尺度ごとに分析を行いたい｡
まず ｢尺度所得｣ に関して女性は ｢夢や目標｣ で重点を置き, 研究者の意識ではつの
項目が用いられているだけである｡ 前述したように, 女性は ｢所得｣ 獲得に非常に強い関心を
抱いている｡ それは, 女性たちの加盟の理由が貧困からの脱却にあるからで他ならない｡
エンパワーメントの結果として ｢所得上昇｣ があるのだろうか, それとも ｢所得上昇｣ の結果
｢エンパワーメント｣ があるのだろうか｡ それらは共に補完しあう関係かもしれない｡ しかし






尺度１   
尺度２   
尺度３   
尺度４   
尺度５   
) 勇敢になった, 自信がついた, 等の回答が見られた｡
ていたわけではないだろう｡ 女性の関心は何より生活改善にある｡
次に ｢尺度２人的資本｣ と ｢尺度３人的ネットワーク｣ であるが, ｢女性の意識｣ の中










｢尺度５新たなローン制度｣ に関しては, 女性たちの意識には現れてこなかった｡ 筆者の
調査でも, 以外の提供機関に参加している女性はほとんどおらず, 大半の女性が ｢必






いる｡ このような大きな齟齬の下, エンパワーメント指標を設定して測定, 評価を行ったとし










人間がいかにその重要性を語ろうとも, 女性にはまず ｢生活｣ があり, 自らの担う家庭での役
割がある｡ それが, 女性たちにとって何よりも優先されなくてはならない ｢関心事｣ なのであ
る｡ 最も女性が必要とし重点を置いている項目を含めず, 一方的ともとれる ｢理想像｣ によっ
て女性のエンパワーメントを語り, 評価することに筆者は疑問を呈したい｡
このような乖離の原因の一つは, ｢エンパワーメントを語る者｣ と ｢真にエンパワーメント
を必要としている者｣ の不一致である｡ そもそもエンパワーメントとは, 当事者が必要な力を
得て行っていくものである｡ 人間にとって, ここで挙げられた ｢理想像｣ が備わった状態が望
ましいものであることは, 筆者も否定しない｡ しかし研究者の大半は, 例え発展途上国出身で
あれ, 女性たちのように農村に住み, 厳しい社会規範の下貧困から脱却しようと生活してきた
わけではないだろう｡ 本当にエンパワーメントを必要としている人々は, 声を上げることがで





従って ｢女性のエンパワーメント｣ を手段とし目的とする全ての計画に対し, 参加者の意識
の確認が行われるべきである｡ どのような手法で, どのエンパワーメント段階にある女性たち
が, どのような文脈に沿って, どのような関心を抱き, 変化しているのか, 細かく検証するこ
とで, 女性たちが辿るエンパワーメントの道筋と終着点を普遍化することができるかもしれな
い｡
目黒 () の示すとおり, エンパワーメントは女性やその世帯周辺だけの社会的変化を指




いうことは, 地域の中での女性たちの経済主体としての活動を可能にする｡ それによって, 地
域自体の経済も活性化されるだろう｡ バングラデシュという国全体としての経済成長に加え,








るべきであったと思われる｡ 最後に, 先行研究と筆者の調査とでは, 調査期間・時期, インタ
ビュー対象者数, そもそもの目的も大きく異なっている｡ しかし, これらの乖離を覚悟してで
も, 研究者の意識と当事者である女性達の意識の乖離は明らかにされるべきであり, 今後検証
される必要があると考えた｡ さらに多くの事例についてこの齟齬が発見され分析されることで,
｢エンパワーメント｣ が真にそれを必要とする人々のための ｢開発手段｣ となるヒントを提供
してくれるだろう｡
研究者は自らの目的の下学問を発展させ, 人々の生活を改善するために研究を行っている｡
それは, 学問の究極的目標が, 人々の豊かで幸福な生活にあるからに他ならない｡ 発展途上国・
先進国全ての人々の目標を充足させるような研究が, これからも必要とされている｡
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